
Ⅱ 研究の内容及び成果等  平成 21 年度学校体育振興事業 

「中学校武道必修化に向けた地域連携指導実践校」 【研究成果の要点】 
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Ⅰ 研究実践校の概要 
１ 学校・地域の特色及び実態 
・社会総がかりで取り組む教育の推進 

 （家庭、地域、学校との連携） 
・少子化への対応 

２ 学校の概要 
 １年 ２年 ３年 特 別 支

援学級 
 計 

学級数 ２ ２ ２   ２    ８

男 ２６  ２３  １８   ２   ６９生徒数 
女 １８  １９  ２９   ０   ６６

       教員数 １８  名 (保健体育科 １名) 
 武道・ダンスの授業の状況  (必要に応じて枠を追加) 
 領域; 武 道 領域の内容; １，２年 なぎなた 3 年 剣道 

１年 ２年 ３年 特別支援学級 計

配当時間   ９  １２  １２   ０  ３３ 
担当教員数 
(外部指導者） 

  ２ 
（１） 

  ２ 
（１） 

  ２ 
  ０ 

  ０ 
  ０ 

  ６ 
（２）

男  ２６  ２３  １８   ２  ６９ 生徒数 
女  １８  １９  ２９   ０  ６６ 

 

○ 日本人として忘れてはならない「武道の心」を養う。 
 ・ 礼儀の大切さをアンケートに書いていた生徒が多く、 

礼儀への意識付けができた。 
○ なぎなたの基本動作を身に付けさせる。 
 ・ １年生は、９時間という少ない指導回数であったが、 

最低限の基本動作は身に付いた。 
 ・ 指導者が有名な選手であったのが、生徒の意欲につな 

がった。 
○ 学習成果を体育大会・文化祭で発表する。 
・ 発表の機会があることで、生徒は意欲的に取り組み、 
保護者や地域の方々にも好評であった。 

 

 

 

 

 

 

１ 研究主題等  
 (1) 研究主題  
     「外部指導者と連携した武道指導のあり方」 

     ～なぎなたの授業をとおして～ 
  (2) 研究主題設定のねらい  
     ○ 日本人として忘れてはならない「武道の心」

を養う。 
   ○ なぎなたの基本動作を身に付けさせる。 
   ○ 学習成果を体育大会・文化祭で発表する。 
  (3) 取組体制  

授業実践 

    評価 
  改善 

担当者  外部指導者

              打合せ 
     連絡  報告 
 

市教委 

  (4) 主な取組  

平

成

21

年

度

 実施種目   なぎなた 
 実施日程   Ｈ２１．９．３（木）～１１．１１（水）

 実施回数   １年生  ９回 
        ２年生 １３回 
 外部指導者  池見 敬子先生 
 担当教員   川口 裕一 

なぎなたの指導に関する研究 



２ 研究内容及び具体的な研究活動  
(1) 現状と課題 

① 少子化の進行  
   ② 部活動の精選  
  (2) 本事業活用による改善策  
    ① 少子化への対応（個人種目） 

  ② 中高連携に期待  
(3) 武道外部指導者による指導等の概要 

① 日本人として忘れてはならない「武道の心」を

養う。 
② なぎなたの基本動作を身に付けさせる。 
③ 学習成果として体育大会・文化祭で基本動作や

型を発表する。 

(4) 生徒の実態 

  【あなたは、武道の経験がありますか】 

１年生 

ある 
１１名 

男子  ９名 
女子  ２名 

柔道１、相撲２、空手５・１、

少林寺拳法１、合気道１ 

ない 
２６名 

男子 １３名 
女子 １３名 

 

 ２年生 

ある 
１１名 

男子  ９名 
女子  ２名 

柔道１、相撲３、空手３ 

剣道２・２ 

ない 
３１名 

男子 １４名 
女子 １７名 

 

 （5）活動計画 
 １年生（９時間） 

時 間 内    容 

１～３ 座礼、立礼、自然体、中段の構え、 
体さばき 等 

４～６ 上・下段の構え、脇構え、八相の構え 等

演技発表練習 

 ７ 演技発表 

８～９ 基本動作の復習 

 ２年生（１３時間） 

時 間 内    容 

１～７ 基本動作の復習 体さばき、各構え等

リズムなぎなたの練習 

８～11 演技発表の練習 

１２ 演技発表 

１３ 演技発表反省 

 （6）実践内容 

 １年生 

 
校長から池見先生の紹介

 

 
世界チャンピオンの

池見先生です 

すごい！ 

 

 

 

 

 
正座・座礼、立礼の指導 

 

礼に始まり 
礼に終わる

正座は苦手だ背筋を伸ばす
 

 

 

 

 

 

然 体  自

なぜか  
シャキンと
するな！ 

 

 

 

 

 

各種振りの練習 

 

 

 

 

 メーン！

 

 



  

 （7）アンケート結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２年生（体育大会での演技） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ４ 大変思う  ３そう思う 

   ２ あまり思わない  １全く思わない 

  ＊２年生の１年は１年時のアンケート結果 

 

   問１ なぎなたの授業に興味・関心がある。 

 

 

 

 

 

 

   

   問２ なぎなたの授業は楽しい。 

 

 

 

 

 

 

 

   問３ なぎなたの授業が待ち遠しい。 

 

 

 

 

 

 

 

   問４ なぎなたの技は難しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生  

 
１年生

１ 年 ２ 年

４ １０ １６ ７ 

３ ２７ １９ ２２ 

２ ３ ７ １１ 

１ ０ ０ ０ 

２年生  

 
１年生

１ 年 ２ 年

４ １３ １５ ８ 

３ ２４ ２３ ２１ 

２ ３ ３ １１ 

１ ０ １ ０ 

２年生  
１年生

１ 年 ２ 年

４ １０ １６ ７ 

３ ２７ １９ ２２ 

２ ３ ７ １１ 

１ ０ ０ ０ 

２年生  
１年生

１ 年 ２ 年

４ ２０ ２０ １０ 

３ １５ １５ ２４ 

２ ４ ６ ３ 

１ １ １ ３ 

演技発表練習
気合いだー

演技発表 
緊張するなぁ

ヤーッ 



  問５ 授業で声を出すのが恥ずかしい。 

 

 

 

 

 

 

 

  問６ 体育大会・文化祭での発表は良かった。 

 

 

 

 

 

 

 

  問７ 先生は優しい。 

 

 

 

 

   

 

 

  問８ 先生の教え方はよく分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

  問９ なぎなたを将来(高校等)も続けたい。 

 

 

 

       

     

    

(8) アンケート結果より 

２年生  
１年生 

１ 年 ２ 年 

４ ５ ３ １ 

３ １７ １８ １１ 

２ １２ １４ １８ 

１ ６ ７ １０ 

 ○ 授業への興味・関心は高い。 

 ○ 授業が楽しいと思っている生徒が多い。 

 ○ 体育大会や文化祭での発表は良かったと 

思っている。 

 ○ 指導者に良い印象を持っている。 

 ▼ 技は難しいと思っている生徒が多い。 

 ▼ 女子は、声を出すのが恥ずかしい生徒が 

多い。 

２年生  
１年生 

１ 年 ２ 年 

４ １５ １２ ２０ 

３ ２３ ２２ １８ 

２ ２ ６ ２ 

１ ０ ２ ０ 

 △ 将来(高校等)で続けたい生徒は少ない。 

(9) 成果（アンケートの自由記述からの考察も含む） 

○ 日本人として忘れてはならない｢武道の心｣を養う。 

  ・ 礼儀の大切さをアンケートに書いていた生徒が 
多く、礼儀への意識付けができた。 

○ なぎなたの基本動作を身に付けさせる。 
・ １年生は、９時間という少ない指導回数であっ 
たが、最低限の基本動作は身に付いた。 

２年生  
１年生 

１ 年 ２ 年 

４ １８ １９ １３ 

３ １８ ２１ ２１ 

２ ４ ３ ６ 

１ ０ ０ ０ 

  ・ 外部指導者が有名な選手であったのが、生徒の

意欲につながった 
○ 学習成果として体育大会・文化祭で基本動作や形

を発表する。 
  ・ 生徒は、意欲的に取り組み、保護者や地域の方  々

にも大変好評であった。 
３ 研究成果の普及  
  ○ 松山市中学校体育主任会で研究成果を発表 

２年生  
１年生 

１ 年 ２ 年 

４ ２１ ２４ １３ 

３ １６ １７ ２４ 

２ ３ １ ３ 

１ ６ １ ０ 

した。 

○ 松山市地域連携指導推進協力者会議で研究

成果を発表した。 

○ ＰＴＡ講習会でなぎなたを実施した。 

今後も、学校内だけでなく、他校や地域で研究 

成果を発表する機会を多くとりたい。 

４ 今後の展望 

 ○ 授業(教育課程)や部活動、社会体育等に

おける「なぎなた」の位置づけ。 ２年生  
１年生 

１ 年 ２ 年 

４ １ ２ １ 

３ ９ ６ ６ 

２ ２６ ２７ １９ 

１ ４ ７ １４ 

 ○ 評価規準の設定・改善 

 ○ 指導者の確保 

 ○ 教員の研修 

  今後は、特に評価規準の設定・改善に取り 

組んでいきたい。 


